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○
文
部
科
学
省
令
第
三
十
七
号

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
登
録
認
証
機
関
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年

六
月

一
日

文
部
科
学
大
臣

中
山

成
彬

登
録
認
証
機
関
等
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

登
録
認
証
機
関
（
第
二
条
―
第
十
五
条
）

第
三
章

登
録
検
査
機
関
（
第
十
六
条
―
第
二
十
九
条
）

第
四
章

登
録
定
期
確
認
機
関
（
第
三
十
条
―
第
四
十
三
条
）

第
五
章

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
（
第
四
十
四
条
―
第
五
十
七
条
）

第
六
章

登
録
埋
設
確
認
機
関
（
第
五
十
八
条
―
第
七
十
一
条
）
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第
七
章

登
録
試
験
機
関
（
第
七
十
二
条
―
第
八
十
四
条
）

第
八
章

登
録
資
格
講
習
機
関
（
第
八
十
五
条
―
第
九
十
六
条
）

第
九
章

登
録
定
期
講
習
機
関
（
第
九
十
七
条
―
第
百
七
条
）

第
十
章

雑
則
（
第
百
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総

理
府
令
第
五
十
六
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
章

登
録
認
証
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
二
条

法
第
三
十
九
条
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
文
部
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科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

イロ

役
員
（
合
名
会
社
又
は
合
資
会
社
に
あ
っ
て
は
、
業
務
執
行
権
を
有
す
る
社
員
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
経
歴

を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ニ

法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ホ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
（
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産

目
録
。
以
下
同
じ
。
）

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
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ハ

法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ニ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

設
計
認
証
員
等
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
設
計
認
証
員
等
が
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当

す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四

設
計
認
証
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
三
条

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前

か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
の
方
法
等
）

第
四
条

法
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
四
項
の
書
面
等
（
次
号
に
お
い
て
「
設
計
認
証
添
付
書
類
」
と
い
う

。
）
を
も
っ
て
審
査
を
行
う
こ
と
。
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二

設
計
認
証
添
付
書
類
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
り
、
当
該
書
類
の
み
で
は
、
申
請
に
係
る
設
計
（
当
該
設
計
に
合
致
す

る
こ
と
の
確
認
の
方
法
を
含
む
。
）
並
び
に
使
用
、
保
管
及
び
運
搬
に
関
す
る
条
件
が
法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
追
加
の
書
類
を
求
め
て
審
査

を
行
う
こ
と
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
設
計
認
証
等
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
設
計
認
証
等
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に

、
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
等
の
拒
否
の
通
知
）

第
五
条

登
録
認
証
機
関
は
、
設
計
認
証
等
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
当

該
設
計
認
証
等
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
六
条

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書

を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）
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第
七
条

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申

請
書
に
、
設
計
認
証
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書

に
、
設
計
認
証
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
八
条

法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

設
計
認
証
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

設
計
認
証
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三

設
計
認
証
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
に
関
す
る
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

認
証
番
号
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七

設
計
認
証
員
等
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項
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八

設
計
認
証
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九

設
計
認
証
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一

そ
の
他
設
計
認
証
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
九
条

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
六
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部

科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
十
条

法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙

面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
認

証
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
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報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
設
計
認
証
員
等
の
選
任
の
届
出
等
）

第
十
一
条

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様

式
第
八
の
届
書
に
、
設
計
認
証
員
等
に
選
任
さ
れ
た
者
が
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
設
計
認
証
員
等
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
設
計
認
証
員
等
を
解
任
し
た
と
き
は

、
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
九
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
十
二
条

登
録
認
証
機
関
は
、
役
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
そ
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の
者
の
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
及
び
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
認
証
機
関
は
、
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
法
第
四
十

一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
十
三
条

法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

設
計
認
証
等
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先

二

設
計
認
証
等
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三

設
計
認
証
等
の
求
め
に
係
る
放
射
性
同
位
元
素
装
備
機
器
の
名
称
及
び
用
途

四

設
計
認
証
等
の
求
め
に
係
る
放
射
性
同
位
元
素
装
備
機
器
に
装
備
さ
れ
た
放
射
性
同
位
元
素
の
種
類
及
び
数
量

五

設
計
認
証
等
の
求
め
に
係
る
放
射
性
同
位
元
素
装
備
機
器
の
設
計
の
名
称
及
び
製
造
者
名

六

設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
設
計
認
証
員
等
の
氏
名

七

審
査
の
結
果



- 10 -

八

認
証
番
号
及
び
設
計
認
証
等
を
し
た
年
月
日

九

そ
の
他
設
計
認
証
等
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
設
計
認
証
業
務
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
十
年

間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
十
四
条

登
録
認
証
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

設
計
認
証
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

設
計
認
証
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
公

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を
し

一

登
録
認
証
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

た
と
き
。

二

設
計
認
証
業
務
の
内
容

三

設
計
認
証
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
届

一

登
録
認
証
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

変
更
す
る
事
項

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
六
の
許
可
を
し
た
と

一

登
録
認
証
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

き
。

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
設
計
認
証
業
務
の
範
囲

三

設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年

月
日

四

設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
期
間
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四

法
第
四
十
一
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り

一

登
録
認
証
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
設
計
認
証
業
務

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
設
計
認
証
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た

の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

と
き
。

三

設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
停
止
を
命
じ
た
設
計
認
証
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定

一

設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月

に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
設
計
認
証
業
務

日

の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
設
計
認
証
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定

一

設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月

に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
自
ら
行
っ
て
い

日

た
設
計
認
証
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
設
計
認
証
業
務
の
範
囲

わ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
。
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第
三
章

登
録
検
査
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
十
六
条

法
第
四
十
一
条
の
十
五
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ニ

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ホ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の
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二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

検
査
員
等
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
検
査
員
等
が
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四

検
査
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
十
七
条

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の
書
類

を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
施
設
検
査
等
の
方
法
等
）

第
十
八
条

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

施
設
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ

施
行
規
則
第
十
四
条
の
十
四
第
三
項
の
申
請
書
及
び
同
項
の
書
類
（
以
下
本
号
に
お
い
て
「
施
設
検
査
添
付
書
類
」

と
い
う
。
）
を
も
っ
て
申
請
に
係
る
事
業
所
等
に
お
い
て
実
地
に
行
う
こ
と
。

ロ

施
設
検
査
添
付
書
類
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
り
、
当
該
書
類
の
み
で
は
、
使
用
施
設
等
又
は
廃
棄
物
詰
替
施
設
等

の
設
置
又
は
変
更
が
法
第
三
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
十
条
第
二
項
若
し
く
は

第
十
一
条
第
二
項
の
変
更
の
許
可
の
内
容
（
法
第
八
条
第
一
項
（
法
第
十
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
を
含
む
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
追
加
の
書
類
を
求
め
て
検
査
を
行
う
こ
と
。

二

定
期
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ

施
行
規
則
第
十
四
条
の
十
七
第
三
項
の
申
請
書
及
び
同
項
の
書
類
（
以
下
本
号
に
お
い
て
「
定
期
検
査
添
付
書
類
」
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と
い
う
。
）
を
も
っ
て
申
請
に
係
る
事
業
所
等
に
お
い
て
実
地
に
行
う
こ
と
。

ロ

定
期
検
査
添
付
書
類
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
り
、
当
該
書
類
の
み
で
は
、
使
用
施
設
等
又
は
廃
棄
物
詰
替
施
設
等

が
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
法
第
七
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
追
加
の
書
類
を
求
め
て
検
査
を
行
う
こ
と
。

２

登
録
検
査
機
関
は
、
施
設
検
査
等
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
施
設
検
査
等
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に

、
別
記
様
式
第
十
一
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
設
検
査
等
の
拒
否
の
通
知
）

第
十
九
条

登
録
検
査
機
関
は
、
施
設
検
査
等
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て

当
該
施
設
検
査
等
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
条

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）
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第
二
十
一
条

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
前

段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
検
査
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
検
査
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
文
部
科
学

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
二
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

検
査
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

検
査
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三

検
査
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

施
設
検
査
等
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
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五

施
設
検
査
等
に
関
す
る
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

施
設
検
査
合
格
証
又
は
定
期
検
査
合
格
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七

検
査
員
等
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

八

検
査
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九

検
査
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一

そ
の
他
検
査
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
三
条

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
二
十
四
条

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。
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２

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方

法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
検
査
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
検
査
員
等
の
選
任
の
届
出
等
）

第
二
十
五
条

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
前

段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
八
の
届
書
に
、
検
査
員
等
に
選
任
さ
れ
た
者
が
法
第
四
十

一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
検
査
機
関
は
、
検
査
員
等
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
検
査
員
等
を
解
任
し
た
と
き
は
、
法
第
四
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十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
九
の
届
書
を
文
部
科

学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
二
十
六
条

登
録
検
査
機
関
は
、
役
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、

そ
の
者
の
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
及
び
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び

ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
検
査
機
関
は
、
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
法
第
四
十

一
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文

部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

施
設
検
査
等
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先
並
び
に
事
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地
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二

施
設
検
査
等
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三

施
設
検
査
等
を
行
っ
た
年
月
日

四

施
設
検
査
等
を
行
っ
た
検
査
員
等
の
氏
名

五

施
設
検
査
等
の
結
果

六

施
設
検
査
合
格
証
又
は
定
期
検
査
合
格
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

七

そ
の
他
施
設
検
査
等
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
検
査
業
務
を
行
う
事
業
所

ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
二
十
八
条

登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第
三
項

に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

検
査
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

検
査
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。
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三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
二
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
二
条
の
八
第
一
項
の
登
録
を
し

一

登
録
検
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

た
と
き
。

二

検
査
業
務
の
内
容

三

検
査
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み

一

登
録
検
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の

二

変
更
す
る
事
項

規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み

一

登
録
検
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
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替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
検
査
業
務
の
範
囲

許
可
を
し
た
と
き
。

三

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年
月
日

四

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み

一

登
録
検
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
二

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
検
査
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は

止
を
命
じ
た
年
月
日

検
査
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止

三

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は

を
命
じ
た
と
き
。

、
停
止
を
命
じ
た
検
査
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み

一

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月
日

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
検
査
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
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も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
十
六
に
お
い
て
読
み

一

検
査
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月
日

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
検
査
業
務
の
範
囲

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が

自
ら
行
っ
て
い
た
検
査
業
務
の
全
部
又
は

一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
。

第
四
章

登
録
定
期
確
認
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
三
十
条

法
第
四
十
一
条
の
十
七
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
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ハ

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ニ

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ホ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

定
期
確
認
員
等
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
定
期
確
認
員
等
が
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
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四

定
期
確
認
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
三
十
一
条

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の
書

類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
確
認
の
方
法
等
）

第
三
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

施
行
規
則
第
十
四
条
の
二
十
第
三
項
の
申
請
書
及
び
同
項
の
書
類
を
も
っ
て
申
請
に
係
る
事
業
所
等
に
お
い
て
実
地
に

行
う
こ
と
。

二

法
第
二
十
条
第
三
項
の
記
録
又
は
法
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
帳
簿
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
る
と
き

は
、
施
設
の
状
況
の
目
視
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
等
に
よ
り
行
う
こ
と
。

２

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
定
期
確
認
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
定
期
確
認
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
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、
別
記
様
式
第
十
二
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
確
認
の
拒
否
の
通
知
）

第
三
十
三
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
定
期
確
認
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も

っ
て
当
該
定
期
確
認
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
四
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
確
認
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
三
十
五
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一

項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
定
期
確
認
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
学

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
定
期
確
認
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
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文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
確
認
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
十
六
条

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
期
確
認
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

定
期
確
認
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三

定
期
確
認
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

定
期
確
認
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

定
期
確
認
に
関
す
る
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

定
期
確
認
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七

定
期
確
認
員
等
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

八

定
期
確
認
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九

定
期
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項
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十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一

そ
の
他
定
期
確
認
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
三
十
七
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の
許

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
三
十
八
条

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方

法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
定
期
確
認
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の
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二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
定
期
確
認
員
等
の
選
任
の
届
出
等
）

第
三
十
九
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一

項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
八
の
届
書
に
、
定
期
確
認
員
等
に
選
任
さ
れ
た
者
が

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
定
期
確
認
員
等
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
定
期
確
認
員
等
を
解
任
し
た
と

き
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
九
の

届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
四
十
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
役
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に

、
そ
の
者
の
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
及
び
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
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び
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
法
第

四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て

、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
四
十
一
条

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
期
確
認
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先
並
び
に
事
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

二

定
期
確
認
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三

定
期
確
認
を
行
っ
た
年
月
日

四

定
期
確
認
を
行
っ
た
定
期
確
認
員
等
の
氏
名

五

定
期
確
認
の
結
果

六

定
期
確
認
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日
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七

そ
の
他
定
期
確
認
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
定
期
確
認
業
務
を
行
う
事

業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
確
認
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
四
十
二
条

登
録
定
期
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第

三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
期
確
認
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

定
期
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
四
十
三
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

法
第
十
二
条
の
十
の
登
録
を
し
た
と
き
。

一

登
録
定
期
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

定
期
確
認
業
務
の
内
容

三

定
期
確
認
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み

一

登
録
定
期
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の

二

変
更
す
る
事
項

規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み

一

登
録
定
期
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
定
期
確
認
業
務
の
範
囲

許
可
を
し
た
と
き
。

三

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年

月
日

四

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
期
間
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四

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み

一

登
録
定
期
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
二

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
定
期
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は

の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

定
期
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

三

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ

停
止
を
命
じ
た
と
き
。

て
は
、
停
止
を
命
じ
た
定
期
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み

一

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四

日

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
定
期
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら

行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
十
八
に
お
い
て
読
み

一

定
期
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月

替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四

日

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
定
期
確
認
業
務
の
範
囲
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自
ら
行
っ
て
い
た
定
期
確
認
業
務
の
全
部

又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
。

第
五
章

登
録
運
搬
物
確
認
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
四
十
四
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
一
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を

添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
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ホ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た

書
類

ニ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

運
搬
物
確
認
員
等
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
運
搬
物
確
認
員
等
が
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四

運
搬
物
確
認
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）
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第
四
十
五
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の

書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
物
確
認
の
方
法
等
）

第
四
十
六
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

一
ペ
タ
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
放
射
性
同
位
元
素
の
運
搬
物
に
係
る
確
認
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た

だ
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
外
国
の
法
令
に
基
づ
き
放
射
性
輸
送
物
と
さ
れ
る
運
搬
物
を
当
該
国
か
ら
本
邦

内
へ
直
接
に
運
搬
す
る
と
き
は
、
登
録
運
搬
物
確
認
機
関
が
運
搬
物
確
認
業
務
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ロ
に
掲

げ
る
方
法
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
申
請
書
及
び
同
項
の
書
類
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
運
搬
物
確
認
添
付
書
類

」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
確
認
を
行
う
こ
と
。

ロ

運
搬
物
の
発
送
場
所
に
お
い
て
実
地
に
行
う
こ
と
。
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二

一
ペ
タ
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
放
射
性
同
位
元
素
又
は
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
物
に
係
る
確
認

は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ

施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
申
請
書
及
び
運
搬
物
確
認
添
付
書
類
を
も
っ
て
確
認
を
行
う
こ
と
。

ロ

主
任
運
搬
物
確
認
員
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
運
搬
物
の
発
送
場
所
に
お
い
て
実
地
に
行
う
こ
と
。

２

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
運
搬
物
確
認
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
運
搬
物
確
認
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日

ま
で
に
、
別
記
様
式
第
十
三
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
物
確
認
の
拒
否
の
通
知
）

第
四
十
七
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
運
搬
物
確
認
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書

を
も
っ
て
当
該
運
搬
物
確
認
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
八
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
物
確
認
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）
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第
四
十
九
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五

第
一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
運
搬
物
確
認
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文

部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
運
搬
物
確
認
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
物
確
認
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
五
十
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

運
搬
物
確
認
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

運
搬
物
確
認
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三

運
搬
物
確
認
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

運
搬
物
確
認
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
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五

運
搬
物
確
認
に
関
す
る
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

運
搬
確
認
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七

運
搬
物
確
認
員
等
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

八

運
搬
物
確
認
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九

運
搬
物
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一

そ
の
他
運
搬
物
確
認
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
五
十
一
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
五
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。
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２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
運
搬
物
確
認
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
運
搬
物
確
認
員
等
の
選
任
の
届
出
等
）

第
五
十
三
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八

第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
八
の
届
書
に
、
運
搬
物
確
認
員
等
に
選
任
さ
れ

た
者
が
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
運
搬
物
確
認
員
等
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
運
搬
物
確
認
員
等
を
解
任
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し
た
と
き
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様

式
第
九
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
五
十
四
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
役
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届

書
に
、
そ
の
者
の
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
及
び
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三

号
ロ
及
び
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
法

第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
五
十
五
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

運
搬
物
確
認
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先
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二

運
搬
物
確
認
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三

運
搬
物
確
認
の
求
め
に
係
る
放
射
性
輸
送
物
の
種
類
、
収
納
す
る
放
射
性
同
位
元
素
等
の
種
類
及
び
数
量
並
び
に
容
器

の
承
認
の
年
月
日
及
び
番
号

四

運
搬
物
確
認
の
求
め
に
係
る
放
射
性
輸
送
物
の
運
搬
の
目
的
及
び
運
搬
予
定
時
期

五

運
搬
物
確
認
を
行
っ
た
年
月
日

六

運
搬
物
確
認
を
行
っ
た
運
搬
物
確
認
員
等
の
氏
名

七

運
搬
確
認
証
の
番
号

八

そ
の
他
運
搬
物
確
認
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
運
搬
物
確
認
業
務
を
行

う
事
業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
搬
物
確
認
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
五
十
六
条

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

四
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

運
搬
物
確
認
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

運
搬
物
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
五
十
七
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
八
条
第
二
項
の
登
録
を
し
た
と

一

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

き
。

二

運
搬
物
確
認
業
務
の
内
容

三

運
搬
物
確
認
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

二

変
更
す
る
事
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日
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三

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
運
搬
物
確
認
業
務
の
範
囲

の
許
可
を
し
た
と
き
。

三

運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る

年
月
日

四

運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
運
搬
物
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

部
の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

は
運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一

三

運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ

部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

っ
て
は
、
停
止
を
命
じ
た
運
搬
物
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読

一

運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
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み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

月
日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
運
搬
物
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

が
運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読

一

運
搬
物
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

月
日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
運
搬
物
確
認
業
務
の
範
囲

が
自
ら
行
っ
て
い
た
運
搬
物
確
認
業
務
の

全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る

と
き
。

第
六
章

登
録
埋
設
確
認
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
五
十
八
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
三
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
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添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

ホ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
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類
ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た

書
類

ニ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

埋
設
確
認
員
等
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
埋
設
確
認
員
等
が
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四

埋
設
確
認
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
五
十
九
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の

書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
埋
設
確
認
の
方
法
等
）

第
六
十
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
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め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

施
行
規
則
第
十
九
条
の
二
第
五
項
の
申
請
書
及
び
同
項
の
書
類
（
次
号
に
お
い
て
「
埋
設
確
認
添
付
書
類
」
と
い
う
。

）
を
も
っ
て
申
請
に
係
る
廃
棄
事
業
所
に
お
い
て
実
地
に
行
う
こ
と
。

二

埋
設
確
認
添
付
書
類
の
記
載
事
項
に
疑
義
が
あ
り
、
当
該
書
類
の
み
で
は
、
廃
棄
物
埋
設
に
お
い
て
講
ず
る
措
置
が
法

第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
追
加
の
書
類
を
求
め
て
確
認
を
行
う
こ
と
。

２

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
埋
設
確
認
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
埋
設
確
認
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に

、
別
記
様
式
第
十
四
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
埋
設
確
認
の
拒
否
の
通
知
）

第
六
十
一
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
埋
設
確
認
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も

っ
て
当
該
埋
設
確
認
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
六
十
二
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の
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規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
埋
設
確
認
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
六
十
三
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第

一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
埋
設
確
認
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科

学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
埋
設
確
認
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て

、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
埋
設
確
認
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
六
十
四
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

埋
設
確
認
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

埋
設
確
認
業
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項
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三

埋
設
確
認
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

埋
設
確
認
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

埋
設
確
認
に
関
す
る
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

埋
設
確
認
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

七

埋
設
確
認
員
等
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

八

埋
設
確
認
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九

埋
設
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一

そ
の
他
埋
設
確
認
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
六
十
五
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）
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第
六
十
六
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
埋
設
確
認
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
埋
設
確
認
員
等
の
選
任
の
届
出
等
）

第
六
十
七
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第

一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
八
の
届
書
に
、
埋
設
確
認
員
等
に
選
任
さ
れ
た
者

が
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
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で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
埋
設
確
認
員
等
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
埋
設
確
認
員
等
を
解
任
し
た
と

き
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
九

の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
六
十
八
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
役
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書

に
、
そ
の
者
の
経
歴
を
記
載
し
た
書
類
及
び
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号

ロ
及
び
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
役
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
の
届
書
に
、
法
第

四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
六
十
九
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
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る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

埋
設
確
認
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先
並
び
に
事
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

二

埋
設
確
認
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三

埋
設
確
認
を
行
っ
た
年
月
日

四

埋
設
確
認
を
行
っ
た
場
所

五

埋
設
確
認
を
行
っ
た
埋
設
確
認
員
等
の
氏
名

六

埋
設
確
認
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

七

そ
の
他
埋
設
確
認
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
埋
設
確
認
業
務
を
行
う

事
業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
埋
設
確
認
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
七
十
条

登
録
埋
設
確
認
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第

三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

埋
設
確
認
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

埋
設
確
認
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
七
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
登
録
を
し

一

登
録
埋
設
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

た
と
き
。

二

埋
設
確
認
業
務
の
内
容

三

埋
設
確
認
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読

一

登
録
埋
設
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

二

変
更
す
る
事
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日
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三

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読

一

登
録
埋
設
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
埋
設
確
認
業
務
の
範
囲

の
許
可
を
し
た
と
き
。

三

埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年

月
日

四

埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読

一

登
録
埋
設
確
認
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
埋
設
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

は
埋
設
確
認
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

三

埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

て
は
、
停
止
を
命
じ
た
埋
設
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読

一

埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月
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み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
埋
設
確
認
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

が
埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自

ら
行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
二
十
四
に
お
い
て
読

一

埋
設
確
認
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
埋
設
確
認
業
務
の
範
囲

が
自
ら
行
っ
て
い
た
埋
設
確
認
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と

き
。

第
七
章

登
録
試
験
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
七
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
五
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を
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添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ハ

資
産
に
関
す
る
調
書
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三

試
験
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

四

試
験
委
員
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
試
験
委
員
が
法
第
四
十
一
条
の
二
十
六
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
書
類

五

法
第
四
十
一
条
の
二
十
六
第
三
号
に
規
定
す
る
試
験
の
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
専
任
の
管
理
者
及
び
試
験
業
務
の
管

理
を
行
う
専
任
の
部
門
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

六

試
験
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
七
十
三
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の

書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
措
置
）

第
七
十
四
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
七
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

試
験
業
務
の
管
理
（
試
験
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
及
び
試
験
の
合
格
の
基
準
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
に
関
す
る
文
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書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
文
書
に
記
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
試
験
業
務
の
管
理
を
行
う
専
任
の
部
門
を
置
く
こ
と
。

三

試
験
に
関
す
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

四

終
了
し
た
試
験
の
問
題
及
び
当
該
試
験
の
合
格
基
準
を
公
表
す
る
こ
と
。

五

試
験
に
備
え
る
た
め
の
講
義
、
講
習
、
公
開
模
擬
学
力
試
験
そ
の
他
の
学
力
の
教
授
に
関
す
る
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
。

（
試
験
結
果
の
報
告
）

第
七
十
五
条

登
録
試
験
機
関
は
、
試
験
を
実
施
し
た
と
き
は
、
当
該
試
験
を
実
施
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
第
一
種
放
射

線
取
扱
主
任
者
試
験
及
び
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
の
別
に
、
別
記
様
式
第
十
五
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
合
格
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
試
験
の
課
目
ご
と
の
成
績
を
記
載
し
た
合
格
者
の
一
覧

表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
七
十
六
条

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の
規
定
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に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
七
十
七
条

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項

前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
試
験
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
試
験
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
文
部
科

学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
七
十
八
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

試
験
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

試
験
業
務
を
行
う
場
所
及
び
試
験
地
に
関
す
る
事
項
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三

試
験
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

試
験
業
務
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

試
験
の
受
験
の
申
込
み
に
関
す
る
事
項

六

試
験
の
受
験
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

七

試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
試
験
の
合
否
判
定
の
方
法
に
関
す
る
事
項

八

終
了
し
た
試
験
の
問
題
及
び
試
験
の
合
格
基
準
の
公
表
に
関
す
る
事
項

九

試
験
委
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

十

試
験
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
一

不
正
受
験
者
の
処
分
に
関
す
る
事
項

十
二

試
験
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
三

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
四

そ
の
他
試
験
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）
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第
七
十
九
条

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
八
十
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
試
験
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
試
験
委
員
の
選
任
の
届
出
等
）
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第
八
十
一
条

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項

前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
十
六
の
届
書
に
、
試
験
委
員
に
選
任
さ
れ
た
者
が
法
第

四
十
一
条
の
二
十
六
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
試
験
委
員
の
担
当
す
る
試
験
の
課
目
を
変
更
し

た
と
き
、
又
は
試
験
委
員
を
解
任
し
た
と
き
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一

項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
十
七
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
八
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
及
び
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
の
別
に
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

試
験
の
実
施
年
月
日

二

試
験
地

三

合
格
者
の
受
験
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
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四

そ
の
他
試
験
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
試
験
業
務
を
行
う
事
業

所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
試
験
業
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
八
十
三
条

登
録
試
験
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第
三

項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
験
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

試
験
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
八
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
登
録
を
し
た

一

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

と
き
。

二

試
験
業
務
の
内
容

三

試
験
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日

二

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読

一

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

二

変
更
す
る
事
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読

一

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
試
験
業
務
の
範
囲

の
許
可
を
し
た
と
き
。

三

試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年
月
日

四

試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読

一

登
録
試
験
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
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み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

止
を
命
じ
た
年
月
日

は
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

三

試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は

止
を
命
じ
た
と
き
。

、
停
止
を
命
じ
た
試
験
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読

一

試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月
日

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
試
験
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

が
試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行

う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
二
十
八
に
お
い
て
読

一

試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月
日

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
試
験
業
務
の
範
囲

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

が
自
ら
行
っ
て
い
た
試
験
業
務
の
全
部
又
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は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
。

第
八
章

登
録
資
格
講
習
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
八
十
五
条

法
第
四
十
一
条
の
二
十
九
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を

添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
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イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ハ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

資
格
講
習
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

四

資
格
講
習
に
用
い
る
施
設
及
び
機
械
、
器
具
そ
の
他
の
設
備
の
種
類
、
数
及
び
そ
の
所
有
又
は
借
入
れ
の
別
を
記
載
し

た
書
類

五

講
師
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
講
師
が
法
第
四
十
一
条
の
三
十
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た

書
類

六

資
格
講
習
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
八
十
六
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の
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書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
格
講
習
結
果
の
報
告
）

第
八
十
七
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
資
格
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
当
該
資
格
講
習
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
末
日
ま
で
に
、
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
講
習
、
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
講
習
及
び
第
三
種
放
射
線
取
扱
主
任
者

講
習
の
別
に
、
別
記
様
式
第
十
八
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
資
格
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
講
習
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
資

格
講
習
の
修
了
者
の
一
覧
表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
八
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
格
講
習
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
八
十
九
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第

一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
の
申
請
書
に
、
資
格
講
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
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学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
六
の
申
請
書
に
、
資
格
講
習
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て

、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
格
講
習
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
九
十
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
五
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

資
格
講
習
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

資
格
講
習
業
務
を
行
う
場
所
及
び
資
格
講
習
の
実
施
場
所
に
関
す
る
事
項

三

資
格
講
習
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

資
格
講
習
業
務
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

資
格
講
習
の
受
講
の
申
込
み
に
関
す
る
事
項

六

資
格
講
習
の
受
講
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項
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七

資
格
講
習
に
用
い
る
施
設
及
び
機
械
、
器
具
そ
の
他
の
設
備
に
関
す
る
事
項

八

資
格
講
習
の
講
習
修
了
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

九

講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

十

資
格
講
習
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
一

資
格
講
習
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
二

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
三

そ
の
他
資
格
講
習
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
九
十
一
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
七
の
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
九
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。
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２

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
資
格
講
習
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
講
師
の
選
任
の
届
出
等
）

第
九
十
三
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第

一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
十
九
の
届
書
に
、
講
師
に
選
任
さ
れ
た
者
が
法
第

四
十
一
条
の
三
十
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
講
師
の
氏
名
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
講
師
の
担
当
す
る
資
格
講
習
の
課
目
を
変
更
し
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た
と
き
、
又
は
講
師
を
解
任
し
た
と
き
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
後

段
の
規
定
に
よ
り
、
別
記
様
式
第
二
十
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
九
十
四
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
講
習
、
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
講
習
及
び
第
三
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
講
習

の
別
に
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

資
格
講
習
の
実
施
年
月
日

二

資
格
講
習
の
実
施
場
所

三

資
格
講
習
を
行
っ
た
講
師
の
氏
名
並
び
に
当
該
資
格
講
習
に
お
い
て
担
当
し
た
課
目
及
び
そ
の
時
間

四

資
格
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
講
習
修
了
証
の
番
号

五

そ
の
他
資
格
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
資
格
講
習
業
務
を
行
う

事
業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
資
格
講
習
業
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
資
格
講
習
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
九
十
五
条

登
録
資
格
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四

第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

資
格
講
習
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

資
格
講
習
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
九
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
登
録
を
し
た

一

登
録
資
格
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

と
き
。

二

資
格
講
習
業
務
の
内
容

三

資
格
講
習
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日
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二

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
資
格
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

二

変
更
す
る
事
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
資
格
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
六

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
資
格
講
習
業
務
の
範
囲

の
許
可
を
し
た
と
き
。

三

資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年

月
日

四

資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読

一

登
録
資
格
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
資
格
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日
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は
資
格
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

三

資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ

の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

て
は
、
停
止
を
命
じ
た
資
格
講
習
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読

一

資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
資
格
講
習
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

が
資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自

ら
行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
三
十
二
に
お
い
て
読

一

資
格
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
資
格
講
習
業
務
の
範
囲

が
自
ら
行
っ
て
い
た
資
格
講
習
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と

き
。
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第
九
章

登
録
定
期
講
習
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
九
十
七
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
三
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
の
申
請
書
に
次
の
書
類
を

添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

ハ

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ニ

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
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ロ

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
ハ

資
産
に
関
す
る
調
書

三

定
期
講
習
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

四

講
師
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類
及
び
講
師
が
法
第
四
十
一
条
の
三
十
四
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
書
類

五

定
期
講
習
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
更
新
）

第
九
十
八
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
九
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
の
間
に
別
記
様
式
第
二
の
申
請
書
に
前
条
各
号
の

書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
講
習
結
果
の
報
告
）

第
九
十
九
条

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
定
期
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
当
該
定
期
講
習
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
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月
末
日
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
定
期
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
、
定
期
講
習
の
修
了
証
の
交
付
年
月
日
、
放

射
線
取
扱
主
任
者
免
状
の
番
号
並
び
に
放
射
線
取
扱
主
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
事
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地
を
記

載
し
た
定
期
講
習
の
修
了
者
の
一
覧
表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
百
条

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
講
習
業
務
規
程
の
届
出
）

第
百
一
条

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
六
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
別
記
様
式
第
二
十
二
の
届
書
に
、
定
期
講
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
六
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記

様
式
第
二
十
三
の
届
書
に
、
定
期
講
習
業
務
規
程
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
定
期
講
習
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
百
二
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
六
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
期
講
習
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

定
期
講
習
業
務
を
行
う
場
所
及
び
定
期
講
習
の
実
施
場
所
に
関
す
る
事
項

三

定
期
講
習
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

四

定
期
講
習
業
務
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

五

定
期
講
習
の
受
講
の
申
込
み
に
関
す
る
事
項

六

定
期
講
習
の
受
講
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

七

定
期
講
習
に
用
い
る
教
材
に
関
す
る
事
項

八

定
期
講
習
の
修
了
証
の
交
付
に
関
す
る
事
項

九

講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

十

定
期
講
習
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項
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十
二

そ
の
他
定
期
講
習
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
百
三
条

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
七
の
規
定
に
よ
り
定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し

、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
四
の
届
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
百
四
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
電
磁
的

方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
定
期
講
習
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
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て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
百
五
条

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
期
講
習
の
実
施
年
月
日

二

定
期
講
習
の
実
施
場
所

三

定
期
講
習
を
行
っ
た
講
師
の
氏
名
並
び
に
当
該
定
期
講
習
に
お
い
て
担
当
し
た
課
目
及
び
そ
の
時
間

四

定
期
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
、
定
期
講
習
の
修
了
証
の
交
付
年
月
日
、
放
射
線
取
扱
主
任
者
免

状
の
番
号
並
び
に
放
射
線
取
扱
主
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
事
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

五

そ
の
他
定
期
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
三
の
帳
簿
は
、
定
期
講
習
業
務
を
行
う

事
業
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
の
日
か
ら
定
期
講
習
業
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
講
習
業
務
の
引
継
ぎ
）



- 84 -

第
百
六
条

登
録
定
期
講
習
機
関
は
、
法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
四
第

三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
期
講
習
業
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

定
期
講
習
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
百
七
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
公

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を

一

登
録
定
期
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

し
た
と
き
。

二

定
期
講
習
業
務
の
内
容

三

定
期
講
習
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

四

登
録
し
た
年
月
日
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二

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読

一

登
録
定
期
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
四

二

変
更
す
る
事
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

変
更
す
る
年
月
日

三

法
第
四
十
一
条
の
三
十
七
の
規
定
に
よ

一

登
録
定
期
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
定
期
講
習
業
務
の
範
囲

三

定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年

月
日

四

定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
期
間

四

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読

一

登
録
定
期
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
定
期
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

は
定
期
講
習
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

三

定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ
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の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

て
は
、
停
止
を
命
じ
た
定
期
講
習
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

五

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読

一

定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
年
月

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

自
ら
行
う
も
の
と
す
る
定
期
講
習
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

が
定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自

ら
行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

六

法
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読

一

定
期
講
習
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
年
月

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十

日

四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣

二

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
定
期
講
習
業
務
の
範
囲

が
自
ら
行
っ
て
い
た
定
期
講
習
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と

き
。

第
十
章

雑
則
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第
百
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
の
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は

、
別
記
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
指
定
機
構
確
認
機
関
等
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
）

第
二
条

指
定
機
構
確
認
機
関
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
報
告
書
の
作
成
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
指
定
、
旧
法
第
四
十
一
条
の
九
第
一
項
の
指
定
、
旧
法
第
四
十
一

条
の
十
第
一
項
の
指
定
又
は
旧
法
第
四
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
者
が
行
う
べ
き
前
条
の
規
定
に
よ
る

廃
止
前
の
指
定
機
構
確
認
機
関
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
機
構
確
認
結
果
報
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告
書
、
旧
規
則
第
十
八
条
第
一
項
の
検
査
結
果
報
告
書
、
旧
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
運
搬
物
確
認
結
果
報
告
書
又
は
旧

規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
の
講
習
等
結
果
報
告
書
及
び
講
習
等
修
了
者
一
覧
表
の
作
成
並
び
に
こ
れ
ら
の
書
類
の
文
部
科
学

大
臣
に
対
す
る
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
帳
簿
の
作
成
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
指
定
、
旧
法
第
四
十
一
条
の
九
第
一
項
の
指
定
、
旧
法
第

四
十
一
条
の
十
第
一
項
の
指
定
、
旧
法
第
四
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
指
定
又
は
旧
法
第
四
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定

を
受
け
て
い
る
者
が
行
う
べ
き
旧
規
則
第
十
二
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
、
第
三
十
三
条
又
は
第
四
十
条
の
帳
簿
の
作

成
及
び
保
存
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
文
部
科
学
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

文
部
科
学
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線

第
四
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第
四
十
一
条
の
十
三
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
一
条
の
十
六
、
第
四
十
一
条
の
十
八
、
第
四
十
一
条
の
二
十
二
、
第
四

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）

十
一
条
の
二
十
四
、
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び

第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

別
表
第
二
の
宗
教
法
人
法
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線

第
四
十
一
条
の
十
三
（
第
四
十
一
条
の
十
六
、
第
四
十
一
条
の
十
八
、
第
四

障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

十
一
条
の
二
十
二
、
第
四
十
一
条
の
二
十
四
、
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第

四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

別
表
第
三
の
宗
教
法
人
法
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線

第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
一
号
（
第
四
十
一
条
の
十
六
、
第
四
十
一
条
の

障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

十
八
、
第
四
十
一
条
の
二
十
二
、
第
四
十
一
条
の
二
十
四
、
第
四
十
一
条
の

二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準
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用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

別
表
第
四
の
私
立
学
校
法
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線

第
四
十
一
条
の
七
第
二
項
第
二
号
（
第
四
十
一
条
の
十
六
、
第
四
十
一
条
の

障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

十
八
、
第
四
十
一
条
の
二
十
二
、
第
四
十
一
条
の
二
十
四
、
第
四
十
一
条
の

二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
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様式第一（第２条、第16条、第30条、第44条、第58条、第72条、第85条、第97条関係）

整理番号（注１）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 登録申請書
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習
定 期 講 習

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

第39条
第41条の15
第41条の17

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律 第41条の21 の規定
第41条の23
第41条の25
第41条の29
第41条の33

により、次のとおり登録を申請します。

氏 名 又 は 名 称

法人にあっては、その代表者の氏名

郵便番号（ ）
住 所 都道

府県
電話番号（ ）

名 称

事 業 所（注２） 郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

業 務 の 内 容（注３）

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「事業所」 事業所の名称及び所在地については、業務を行う事業所の名称及び所
在地を記載すること。業務を行う事業所が複数ある場合には、すべて記載すること。

３ 「業務の内容」 業務の内容の概要を記載するとともに「（詳細については別紙の
とおり）」と記載し、業務の内容を詳細に記載した別紙を添えること。

備考１ この用紙は、日本工業規格Ａ４のつづり込式とすること。
２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この申請書の提出部数は、正本及び副本各１通とすること。
４ この申請書の正本には、登録認証機関等に関する規則に規定する書類を、それら
の書類の一覧表と共に添えること。

５ 裏面に登録免許税納付書又は領収証書をはり付けること。
６ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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（裏）

登録免許税納付書・領収証書はり付け欄
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様式第二（第３条、第17条、第31条、第45条、第59条、第73条、第86条、第98条関係）

整理番号（注１）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 登録更新申請書
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習
定 期 講 習

年 月 日
文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の２
第41条の16において準用する同法第41条の２
第41条の18において準用する同法第41条の２
第41条の22において準用する同法第41条の２ の規定により、次のとおり登録の
第41条の24において準用する同法第41条の２
第41条の28において準用する同法第41条の２
第41条の32において準用する同法第41条の２
第41条の38において準用する同法第41条の２

更新を申請します。

氏 名 又 は 名 称

法人にあっては、その代表者の氏名

郵便番号（ ）
住 所 都道

府県
電話番号（ ）

登 録 番 号 及 び 登 録 年 月 日

名 称

事 業 所（注２） 郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

業 務 の 内 容（注３）

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「事業所」 事業所の名称及び所在地については、業務を行う事業所の名称及び所
在地を記載すること。業務を行う事業所が複数ある場合には、すべて記載すること。

３ 「業務の内容」 業務の内容の概要を記載するとともに「（詳細については別紙の
とおり）」と記載し、業務の内容を詳細に記載した別紙を添えること。

備考１ この用紙は、日本工業規格Ａ４のつづり込式とすること。
２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この申請書の提出部数は、正本及び副本各１通とすること。
４ この申請書の正本には、登録認証機関等に関する規則に規定する書類を、それら
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の書類の一覧表と共に添えること。
５ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第三（第４条第２項関係）

整理番号（注１）

設計認証等結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第４条第２項の規定により、次のとおり報告しま
す。

設計認証及び特定設計認証の別

氏名又は名称

設計認証等を受けた者 郵便番号（ ）
住 所 都道

府県
電話番号（ ）

名 称

事 業 所 等（注２） 郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

放
射 名 称 及 び 用 途
性
同
位
元 放射性同位元素の種類及び数量
素 （注３）
装
備
機 設 計 の 名 称 及 び 製 造 者 名
器

認 証 番 号

認 証 年 月 日

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「事業所等」 放射性同位元素装備機器の製造者等が当該機器を製造する場所又は
輸入した放射性同位元素装備機器について検査する場所について記載すること。

３ 「放射性同位元素の種類及び数量」 記載欄に記載しきれないときは、別の用紙に
記載して添えること。

備考１ この用紙は、日本工業規格Ａ４のつづり込式とすること。
２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。



- 96 -

様式第四（第６条、第20条、第34条、第48条、第62条、第76条、第88条、第100条関係）

整理番号（注）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 登録事項変更届
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習
定 期 講 習

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の４
第41条の16において読み替えて準用する同法第41条の４
第41条の18において読み替えて準用する同法第41条の４
第41条の22において読み替えて準用する同法第41条の４ の規定により、次のと
第41条の24において読み替えて準用する同法第41条の４
第41条の28において読み替えて準用する同法第41条の４
第41条の32において読み替えて準用する同法第41条の４
第41条の38において読み替えて準用する同法第41条の４

おり登録事項の変更を届け出ます。

変 更しようと する事項

変更しようとする年月日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙は、日本工業規格Ａ４のつづり込式とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第五（第７条第１項、第21条第１項、第35条第１項、第49条第１項、第63条第１項、
第77条第１項、第89条第１項関係）

整理番号（注）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 業務規程認可申請書
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の５第１項前段
第41条の16において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段
第41条の18において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段
第41条の22において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段 の規定によ
第41条の24において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段
第41条の28において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段
第41条の32において読み替えて準用する同法第41条の５第１項前段

り、次のとおり認可を申請します。

業 務 開 始 予 定 年 月 日

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この申請書には、業務規程を添えること。
４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第六（第７条第２項、第21条第２項、第35条第２項、第49条第２項、第63条第２項、
第77条第２項、第89条第２項関係）

整理番号（注）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 業務規程変更認可申請書
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の５第１項後段
第41条の16において準用する同法第41条の５第１項後段
第41条の18において準用する同法第41条の５第１項後段
第41条の22において準用する同法第41条の５第１項後段 の規定により、次のと
第41条の24において準用する同法第41条の５第１項後段
第41条の28において準用する同法第41条の５第１項後段
第41条の32において準用する同法第41条の５第１項後段

おり認可を申請します。

変 更しようと する事項

変更しようとする年月日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この申請書には、業務規程（変更に係る部分に限る。）を添えること。
４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第七（ ）第９条、第23条、第37条、第51条、第65条、第79条、第91条関係

整理番号（注）

認 証
検 査
定 期 確 認

登録 運搬物確認 機関 業務の休止(廃止)許可申請書
埋 設 確 認
試 験
資 格 講 習

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の６
第41条の16において読み替えて準用する同法第41条の６
第41条の18において読み替えて準用する同法第41条の６
第41条の22において読み替えて準用する同法第41条の６ の規定により、次のと
第41条の24において読み替えて準用する同法第41条の６
第41条の28において読み替えて準用する同法第41条の６
第41条の32において読み替えて準用する同法第41条の６

おり許可を申請します。

休止(廃止)しようとする業務の範囲

休止(廃止)しようとする年月日

休 止 し よ う と す る 期 間

休止 (廃止 )しようとする理由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第八（第11条第１項、第25条第１項、第39条第１項、第53条第１項、第67条第１項関
係）

整理番号（注）

認 証 (主任)設計認証員
検 査 (主任)検査員

登録 定 期 確 認 機関 (主任)定期確認員 選任届
運搬物確認 (主任)運搬物確認員
埋 設 確 認 (主任)埋設確認員

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の８第１項前段
第41条の16において読み替えて準用する同法第41条の８第１項前段
第41条の18において読み替えて準用する同法第41条の８第１項前段 の規定によ
第41条の22において読み替えて準用する同法第41条の８第１項前段
第41条の24において読み替えて準用する同法第41条の８第１項前段

り、次のとおり届け出ます。

氏 名

郵便番号（ ）
事 業 所 の 所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

選 任 し た 年 月 日

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この届書には、登録認証機関等に関する規則に規定する書類を添えること。
４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第九（第11条第２項、第25条第２項、第39条第２項、第53条第２項、第67条第２項関
係）

整理番号（注）

認 証 (主任)設計認証員
検 査 (主任)検査員

登録 定 期 確 認 機関 (主任)定期確認員 変更届
運搬物確認 (主任)運搬物確認員
埋 設 確 認 (主任)埋設確認員

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

第41条の８第１項後段
第41条の16において準用する同法第41条の８第１項後段
第41条の18において準用する同法第41条の８第１項後段 の規定により、次のと
第41条の22において準用する同法第41条の８第１項後段
第41条の24において準用する同法第41条の８第１項後段

おり届け出ます。

氏 名

郵便番号（ ）
事 業 所 の 所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

変 更 の 内 容

変 更 し た 年 月 日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十（第12条、第26条、第40条、第54条、第68条関係）

整理番号（注）

認 証
検 査

登録 定 期 確 認 機関 役員選任（解任）届
運搬物確認
埋 設 確 認

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

第12条第 項
第26条第 項

登録認証機関等に関する規則 第40条第 項 の規定により、次のとおり届け
第54条第 項
第68条第 項

出ます。

選任（解任）した役員の氏名

選 任 （ 解 任 ） し た 年 月 日

選 任 （ 解 任 ） の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ この届書には、登録認証機関等に関する規則に規定する書類を添えること。
４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十一（第18条第２項関係）

整理番号（注１）

施設検査等結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第18条第２項の規定により、次のとおり報告しま
す。

施 設 検 査 及 び 定 期 検 査 の 別

氏 名 又 は 名 称

施 設 検 査 等 郵便番号（ ）
を 受 け た 者 住 所 都道

府県
電話番号（ ）

特定許可使用者及び許
可廃棄業者の別

事 業 所 等 名 称

郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号

貯力 密封された放射性同位元素に
蔵等 係る貯蔵能力（

施
設注 密封されていない放射性同位
の２ 元素に係る貯蔵能力）

貯
蔵 放射線発生装置の種類、台数
能 及び性能

施 設 検 査 等 を 行 っ た 年 月 日

施設検査等を行った検査員等の氏名

施 設検査等結 果の概要（注３）

合格証の交付年月日及び番号（注４）

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「貯蔵施設の貯蔵能力等」 許可廃棄業者にあっては、放射性廃棄物に係る廃棄物
貯蔵施設の貯蔵能力について記載すること。

３ 「施設検査等結果の概要」 記載欄に記載しきれないときは、別の用紙に記載して
添えること。

４ 「合格証の交付年月日及び番号」 検査の結果、合格としなかった場合には、その
理由及び是正の見通しについて記載すること。

備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。



- 105 -

様式第十二（第32条第２項関係）

整理番号（注１）

定期確認結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第32条第２項の規定により、次のとおり報告しま
す。

氏名又は名称

定期確認を受けた者 郵便番号（ ）
住 所 都道

府県
電話番号（ ）

特定許可使用
者及び許可廃
棄業者の別

事 業 所 等 名 称

郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号

貯力 密封された放射性同位元素に
蔵等 係る貯蔵能力（
施
設注 密封されていない放射性同位
の２ 元素に係る貯蔵能力）

貯
蔵 放射線発生装置の種類、台数
能 及び性能

定 期 確 認 を 行 っ た 年 月 日

定 期 確 認 を 行 っ た
定 期 確 認 員 等 の 氏 名

定期確認証の交付年月日及び番号
（注３）

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「貯蔵施設の貯蔵能力等」 許可廃棄業者にあっては、放射性廃棄物に係る廃棄物
貯蔵施設の貯蔵能力について記載すること。

３ 「定期確認証の交付年月日及び番号」 確認の結果、定期確認証を交付しなかった
場合には、その理由及び是正の見通しについて記載すること。

備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十三（第46条第２項関係）

整理番号（注１）

運搬物確認結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第46条第２項の規定により、次のとおり報告しま
す。

氏 名 又 は 名 称

運 搬 物 確 認 郵便番号（ ）
を 受 け た 者 住 所 都道

府県
電話番号（ ）

許可届出使用者等の
区分 （注２）

事 業 所 等 名 称

郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

運 搬 の 目 的（注３）

運 搬 予 定 時 期

名 称（注４）
放
射 種 類（注５）
性
輸 収納する放射性同位元素等の種類
送 及び数量
物

容器の承認の年月日及び番号

運 搬 物 確 認 を 行 っ た 年 月 日

運 搬 物 確 認 を 行 っ た
運 搬 物 確 認 員 等 の 氏 名

運 搬 確 認 証 の 番 号

注１ 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
２ 「許可届出使用者等の区分」 許可届出使用者、届出販売業者、届出賃貸業者若し
くは許可廃棄業者又はこれらの者から運搬を委託された者の別を記載すること。

３ 「運搬の目的」 当該運搬に係る出発地及び目的地の事業所等の名称及び所在地を
併せて記載すること。

４ 「名称」 放射性輸送物の通称を記載すること。
５ 「種類」 ＢＭ型輸送物又はＢＵ型輸送物の別を記載すること。

備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十四（第60条第２項関係）

整理番号（注）

埋設確認結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第60条第２項の規定により、次のとおり報告しま
す。

埋設する埋設廃棄物についての確認又
は埋設及び覆土についての確認の別

氏名又は名称

埋設確認を受けた者 郵便番号（ ）
住 所 都道

府県
電話番号（ ）

名 称

事 業 所 等 郵便番号（ ）
所 在 地 都道

府県
電話番号（ ）

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号

埋 設 確 認 を 行 っ た 年 月 日

埋 設 確 認 を 行 っ た 場 所

埋 設 確 認 を 行 っ た
埋 設 確 認 員 等 の 氏 名

埋設確認証の交付年月日及び番号

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十五（第75条第１項関係）

整理番号（注）

試験結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第75条第１項の規定により、次のとおり報告しま
す。

第１種放射線取扱主任者試験及び
第２種放射線取扱主任者試験の別

実 施 年 月 日

申 込 者 数

受 験 者 数

合 格 者 数

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この報告書には、合格者の氏名、生年月日、住所及び試験の課目ごとの成績を記
載した合格者の一覧表を添えること。

３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十六（第81条第１項関係）

整理番号（注）

登録試験機関 試験委員選任届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の28において読
み替えて準用する同法第41条の８第１項前段の規定により、次のとおり届け出ま
す。

選 任 し た 試 験 委 員 の 氏 名

担 当 す る 試 験 の 課 目

選 任 し た 年 月 日

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この届書には、試験委員に選任された者が放射性同位元素等による放射線障害の
防止に関する法律第41条の26第２号に該当する者であることを説明した書類を添え
ること。

３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十七（第81条第２項関係）

整理番号（注）

登録試験機関 試験委員変更届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の28において準
用する同法第41条の８第１項後段の規定により、次のとおり届け出ます。

氏 名

担 当 す る 試 験 の 課 目

変 更 の 内 容

変 更 し た 年 月 日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十八（第87条第１項関係）

整理番号（注）

資格講習結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第87条第１項の規定により、次のとおり報告しま
す。

第１種放射線取扱主任者講習、第
２種放射線取扱主任者講習及び第
３種放射線取扱主任者講習の別

実 施 年 月 日

申 込 者 数

受 講 者 数

修 了 者 数

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この報告書には、資格講習の修了者の氏名、生年月日及び住所並びに講習修了証
の番号を記載した資格講習の修了者の一覧表を添えること。

３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第十九（第93条第１項関係）

整理番号（注）

登録資格講習機関 講師選任届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の32において読
み替えて準用する同法第41条の８第１項前段の規定により、次のとおり届け出ま
す。

選 任 し た 講 師 の 氏 名

担 当 す る 資 格 講 習 の 課 目

選 任 し た 年 月 日

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この届書には、講師に選任された者が放射性同位元素等による放射線障害の防止
に関する法律第41条の30第２号に該当する者であることを説明した書類を添えるこ
と。

３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十（第93条第２項関係）

整理番号（注）

登録資格講習機関 講師変更届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の32において準
用する同法第41条の８第１項後段の規定により、次のとおり届け出ます。

氏 名

担 当 す る 資 格 講 習 の 課 目

変 更 の 内 容

変 更 し た 年 月 日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十一（第99条第１項関係）

整理番号（注）

定期講習結果報告書
年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

登録認証機関等に関する規則第99条第１項の規定により、次のとおり報告しま
す。

実 施 年 月 日

申 込 者 数

受 講 者 数

修 了 者 数

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この報告書には、定期講習の修了者の氏名、生年月日及び住所、定期講習の修了
証の交付年月日、放射線取扱主任者免状の番号並びに放射線取扱主任者として選任
されている事業所等の名称及び所在地を記載した定期講習の修了者の一覧表を添え
ること。

３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十二（第101条第１項関係）

整理番号（注）

登録定期講習機関 業務規程届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の36第１項前段
の規定により、次のとおり届け出ます。

業 務 開 始 予 定 年 月 日

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この届書には、業務規程を添えること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十三（第101条第２項関係）

整理番号（注）

登録定期講習機関 業務規程変更届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の36第１項後段
の規定により、次のとおり届け出ます。

変 更しようと する事項

変更しようとする年月日

変 更 の 理 由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ この届書には、業務規程（変更に係る部分に限る。）を添えること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十四（第 条関係）103

整理番号（注）

登録定期講習機関 業務の休止(廃止)届

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿

㊞氏 名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第41条の37の規定によ
り、次のとおり届け出ます。

休止(廃止)しようとする業務の範囲

休止(廃止)しようとする年月日

休 止 し よ う と す る 期 間

休止 (廃止 )しようとする理由

注 「整理番号」 この欄には、記載しないこと。
備考１ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 不要の文字は、抹消すること。
３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
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様式第二十五（第108条関係）

表

第 号

立入検査職員身分証明書

職 名

氏 名

生年月日

上記の者は、放射性同位元素等

による放射線障害の防止に関する

法律第43条の３第１項の規定によ

り立入検査を行う職員であること

を証明する。

年 月 日交付

印文部科学大臣 □

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ７とすること。

裏

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律（抄）

文部科学大臣又は国土交通大臣は、この法律の施行に必要な限度で、そ第43条の３

の職員に、文部科学大臣にあつては登録認証機関、登録検査機関、登録定期確認機

関、登録運搬物確認機関、登録埋設確認機関、登録試験機関、登録資格講習機関又

は登録定期講習機関の、国土交通大臣にあつては登録運搬方法確認機関の事務所に

立ち入り、これらの機関の帳簿、書類その他必要な物件を検査させ、又は関係者に

質問させることができる。

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前項の規定による立入検査について準用する。

（第１項及び第２項略）第43条の２

３ 前２項の規定により立入検査を行う職員は、その身分を示す証明書を携帯し、か

つ、関係者の請求があるときは、これを提示しなければならない。

４ 第１項及び第２項に規定する権限は、犯罪捜査のために認められたものと解して

はならない。

次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。第56条

五 第43条の３第１項の規定による立入り若しくは検査を拒み、妨げ、若しくは忌

避し、又は質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者

写

真

印


